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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、バングラデシュ、インドそしてパキスタンのムスリム社会において、イス
ラーム宗教学校(マドラサ)が、教育課題解決の促進にどの様に潜在的に関与しているのかを調査するものであった。複
数の国における状況を比較する事により、南アジアでのムスリムの社会生活におけるマドラサの意味を研究するもので
あった。この研究により、教育の文化的価値が、マドラサの順応性における大きなインパクトを持ち続けている事が判
明した。また一方では、国が主導するこれらの学校への近代化政策は、マドラサにおける人間開発に関する意向と、国
による教育制度との違いにより、未だ成功とは言えない状況である事も判明した。

研究成果の概要（英文）：The objective of the research was to investigate Islamic religious schools', known
 as madrasa, potential contribution to accelerating educational attainments among Muslims in Bangladesh, I
ndia, and Pakistan. With a cross-country comparative perspective, the research looked into the meaning of 
madrasas in Muslims' social lives in South Asia. The findings suggest that cultural merit of education con
tinues to have profound impact on the adaptability of madrasas. On the other hand, states' reform initiati
ves to modernize these schools are yet to be successful due to the gap between the notion of human develop
ment promoted by the madrasas and by the national education system in each country.
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１. 研究開始当初の背景 

 この調査は直近の 3 年間にわたり行われた

(2011 年度から 2013 年度)。当初の計画では

この調査はバングラデシュ、インドそしてパ

キスタンの 3 カ国で行われる予定であり、バ

ングラデシュとインドではいくつかのフィー

ルドワークが行われた。 

 しかしパキスタンにおいては安全上の問題、

並びに当国におけるマドラサを取り巻くセン

シティブな状況を鑑み、フィールドワークを

行う事はできなかった。また私は東京のパキ

スタン大使館へビザ申請を行っていたが未だ

発行にはいたっておらず、その理由もありパ

キスタンでのフィールドワークは不可能であ

った。 

２. 研究の目的 

 本研究は、バングラデシュ、インドおよび

パキスタンで、マドラサとして知られている

イスラム学校の多様性および変化を明らかに

することを目指すものであった。本研究の第

一の目的は、イスラム諸国間における改革派

／非改革派それぞれのマドラサを比較し、教

育上の課題に直面する南アジアにおいて、宗

教教育が有力なプロバイダとなりえる可能性

を検討することであった。教育は社会変動お

よび人間の能力開発の鍵であり、ミレニアム

開発目標(MDG)と万人のための教育は、良好な

教育環境なしでは達成することができない。

これまで、概して宗教(それは地球中の何百万

もの国民の生活に影響を及ぼす)は、しばしば

開発発展に対して否定項と見なされてきた。

だが歴史上、宗教組織は、最も初期の人間の

文明における教育制度のいくつかの形式のひ

な形を提供している(ワトソン 2003)。南アジ

アの教育的生活への宗教のインパクトを考慮

に入れ、本研究が目指したのは、宗教教育が

開発途上国の教育課題に対応する上でどのよ

うな潜在的セクターとなりえるかを、持続的

調査に基づく共通の開発アジェンダの俎上に

おいて明らかにすることであった。 

 このような教育課題への対応を遂行する際

に、ＮＧＯの教育機関のような独立した教育

セクターは、容易に教育機会にアクセスでき

ない人々に手を差し伸べる重要な教育支援と

みなされている。一方、宗教に基づいた教育

機関は、多くの地域コミュニティーに非常に

強いネットワークと影響力を持つにもかかわ

らず、ほとんど考察の対象になってこなかっ

た。本研究では、現在大きな社会変動を経験

しているバングラデシュ、インド、およびパ

キスタンという南アジアの 3 か国を事例とし

て取り上げ、各社会でイスラム教に基づく教

育機関としてのマドラサが果たしている役割

について、総合的な調査を行った。 

３. 研究の方法 

 パキスタンのマドラサに関する調査は、パ

キスタン政府による様々な報告書や政策文書

等といった二次資料を用いて行った。一方、

バングラデシュそしてインドでのフィールド

ワーク調査では、政府から承認されたマドラ

サ並びに非承認(非公式)マドラサ両者の、教

育委員会に対する調査を行った。(例えば

｢ Dhaka Aliya Madrasa Board ｣、 ｢ Befaqul 

Madrisil Arabia Bangladesh｣等。) さらにこ

の調査の一環として、バングラデシュの様々

なコミュニティのマドラサを訪問し調査を行

った。 

本研究の初年度には、インドのニューデリ

ーとラクナウの二地域においてフィールド・

ワークを実施した。それらの地域において、



学校教育に携わる複数の公的組織とイスラー

ム宗教学校（マドラサ）への現地調査を実施

した。このフィールド調査資料に依拠し、現

在、非公式のイスラーム学校に見られる宗教

性の存立構造について検討を深めると共に、

それらが現代インドの近代的・世俗主義的な

学校教育機関とどのように競合／共存しうる

のか、というテーマのもとに論文を執筆した。

これにより、これら非公式の教育機関に対し

ては形式上の承認のみが与えられているにも

かかわらず、いくつかの大学は、ジャミア・

ミリア・イスラミア大学やジャワハルラル・

ネルー大学のような公立大学の入学試験の受

験資格をもつ学生として受け入れていること

が分かった。さらに、さまざまな宗教集団と

諸派閥がインドにおいていくつかのイスラー

ム学校を運営しているという事実も判明した。

州ごとに状況が異なっているにもかかわらず、

インド政府はこれらの機関を対象とした改革

に着手している。またラクナウを拠点とする

ウッタル・プラデシュ州にある「マドラサ教

育協議会」への訪問中、コミュニティ・レベ

ルの教育施設を州政府の望む形で改革へ導く

ための、州によるイスラーム宗教学校支援と

いう最近の試みを調査した。 

４. 研究成果 

 一般的に、南アジアには二つのタイプのマ

ドラサが存在する。一つは国の支援を受け部

分的もしくは完全に改変されたもの、他方は

改変されていない、独立したマドラサである。

この両者は共に、数多くのムスリムの基礎教

育に大きく関与している。 

 またこの両者のマドラサは共通した特徴を

持ち、それらは、a：これらのマドラサは、社

会的不平等という文脈におけるムスリムコミ

ュニティの文化的価値であると見なされてい

る事、また b：それぞれの国による非承認(非

公式)マドラサに対する改変の動きは、これら

マドラサが持つ人間開発に関する意向(文化

的・経済的利益両者への志向性を持つ)と、近

代的教育制度との違いにより成功していない

事、この二つの特徴である。b：に関しては、

マドラサが文化的利益、経済的利益の両者を

志向する一方で、国による近代的教育では、

合理主義的な経済利益そして唯物論的な価値

観が、スピリチュアルな教義的価値観よりも

重視される。この教育哲学の違いを考慮せず

して、マドラサの改変スキームが成功する事

はないであろう。 

 今後のマドラサに対する調査研究では、ま

たすべての宗教的教育では、教育の経済価値

における文化的な視点も強調されるべきであ

る。教育による経済的リターンだけではなく、

文化的価値並びにコミュニティにおける文化

的経済活動という視点も考慮されるべきであ

る。 
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